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地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
生
活
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

　
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、　
中

津
市
よ
り「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」を
中
津
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
受
託
し
、い
く
つ
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
＝
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
と

い
う
趣
旨
の
も
と
、「
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
」に
関

わ
る「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」が
配
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
視
点
を
基
本
に
し
つ
つ
、生
活

の
場
で
あ
る
環
境
づ
く
り
＝
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
現
在
、中
津
市
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

市
内
全
域
を
担
当
す
る
第
１
層
が
１
名
、よ
り
生
活
に

密
着
し
た
校
区
・
地
区
を
担
当
す
る
第
２
層
が
山
国
・
三

光
・
南
部
の
３
地
区
に
て
各
１
名
ず
つ
の
４
名
が
活
動
中

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、地
域
の
皆
さ
ん
や
福
祉

専
門
職
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
地
域
に
出

掛
け
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

・
地
域
に
あ
る
既
存
の
取
り
組
み
・
組
織
を
活

用
し
な
が
ら
、
資
源
開
発
や
関
係
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図
る

・
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
と
つ
な
げ
る

・
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
等
の
仕
組
み
づ
く

り
と
な
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

・
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
え
合
い
活
動
の

担
い
手
の
養
成
・
後
方
支
援

・
生
活
支
援
・
介
護
予
防
を
考
え
る
会
（
市
と

協
働
で
の
開
催
）

・
〝
お
宝
〞
探
し
塾
の
開
催
（
南
部
・
山
国
）

・
支
え
合
い
ス
タ
ッ
フ
養
成
研
修
の
開
催

・
あ
ん
さ
ん
く
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
開
催

・
住
民
型
有
償
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修

の
実
施

・
住
民
型
有
償
サ
ー
ビ
ス
団
体
立
ち
上
げ
に
向

け
て
の
支
援
（
本
耶
馬
渓
・
今
津
）

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
的
や
役
割

平
成
29
年
度
の
取
り
組
み
の
一
部

住民型有償サービス
マネージャー研修

生活支援・介護予防を
考える会

支え合いスタッフ養成研修
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中津市社会福祉協議会 事務所の所在地について
　中津市社会福祉協議会は、地域に身近な窓口として市内各所にあります。今年度より新しく移転

したところもあります。

　下記の事務所の場所は、基本的に平日の8：30～17：15の間、職員が常駐しておりますので、お気

軽にご活用ください。

　ご相談内容により、各事務所で連絡を取り、対応していきます。

中津市社会福祉協議会 拠点

中津市社協　各事務所 住　　所 Tel Fax

24-7682本所
（総務課・地域福祉課）

中津市沖代町1丁目1番11号
中津市教育福祉センター内

(代表・総務)24-4294
(地域福祉)   23-2095

43-2594社協三光
(地域福祉・福祉サービス課)

中津市三光成恒421番地１
中津市三光福祉保健センター内

(地域福祉)   43-5390
(福祉ｻｰﾋﾞｽ)  27-7715

53-2253
社協本耶馬渓

(地域福祉・在宅福祉課)
中津市本耶馬渓町折元1247番地
中津市本耶馬渓総合福祉ｾﾝﾀｰ内

(地域福祉)   53-2255
(在宅福祉)   53-2245

27-8878社協耶馬溪
(地域福祉・包括支援ｾﾝﾀｰ)

中津市耶馬溪町大字柿坂138番地1
中津市役所耶馬溪支所内

(地域福祉)   27-8870
(包括)　　　27-8877

62-2905
社協山国

(地域福祉・ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ)
中津市山国町守実89番地1
山国社会福祉センター内

(地域福祉)   62-2898

64-8114
養護老人ホーム

豊寿園
中津市大字永添2606番地20 64-8112

56-2928
特別養護老人ホーム

やすらぎ荘
中津市耶馬溪町大字樋山路1番地1 56-2386

社協本耶馬渓･在宅福祉課

社協三光･福祉サービス課

豊寿園
本所

（総務課･地域福祉課）

社協耶馬溪･
地域包括支援センター

※本耶馬渓総合福祉センター内※

※中津市教育福祉センター内※

※中津市役所耶馬溪支所内※

社協山国
※山国社会福祉センター内※

※三光福祉保健センター内※

養護老人ホーム

やすらぎ荘
特別養護老人ホーム
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地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報

居場所　
　
　

地
域
の
福
祉
活
動
の
新
た
な
拠
点

　
　
　

「
ま
ー
ち
ゃ
ん
家ち

」
開
所
式

　

４
月
17
日
、
耶
馬
溪
町
戸
原
に
て
多
機
能
型
地
域
生
活
拠
点
「
ま
ー
ち
ゃ
ん

家
」
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
空
き
家
を
活
用
し
た
こ
の
拠
点
は
、
そ
こ

に
住
ん
で
い
た
方
の
「
地
域
の
為
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
」
と
い
う
ご
遺

志
を
受
け
誕
生
し
ま
し
た
。
開
所
式
に
は
中
津
市
長
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
や

地
域
の
皆
さ
ん
、
中
津
南
高
等
学
校
耶
馬
溪
校
の
生
徒
や
ご
遺
族
の
方
な
ど
約

60
名
が
参
加
し
、
式
典
の
後
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
ご
遺
族
か
ら
社
協
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
そ
の
後
建
物
の
近
く

に
あ
る
耶
馬
溪
校
の
生
活
福
祉
コ
ー
ス
の
生
徒
の
方
々
と
住
民
の
方
々
で
話
し

合
い
を
重
ね
た
結
果
、
活
用
の
一
つ
と
し
て
高
校
生
と
地
域
の
方
が
交
流
で
き

る
場
「
だ
い
だ
い
ク
ラ
ブ
」
が
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
後
は
こ
の

活
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、学
校
や
地
域
の
方
を
は
じ
め
様
々
な
方
々
が「
ま
ー

ち
ゃ
ん
家
」
を
拠
点
に
つ
な
が
り
な
が
ら
「
多
機
能
型
地
域
生
活
拠
点
」
と
し

て
の
活
用
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

開所式の様子

みんなで記念撮影

●
遺
族
の
方
よ
り
、「
住
宅
と
土
地
を
公
共
的
な
活
動
に
使
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
相
談
を
受
け
る
。

●
住
宅
の
近
隣
に
、
大
分
県
立
中
津
南
高

等
学
校
耶
馬
溪
校
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
と
生
徒
と
の
世
代
間
交
流
等
に
つ

い
て
、
学
校
と
協
議
を
す
る
。

●
建
物
・
土
地
・
機
材
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
現
地
確
認
を
行
い
、
そ
の
後
地
元

サ
ロ
ン
の
お
世
話
人
の
方
と
意
見
交
換

を
行
う
。

●
親
族
代
表
者
と
、
改
修
や
活
用
方
法
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う
。

●
耶
馬
溪
校
の
教
員
・
生
徒
と
の
話
し
合

い
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
住
民
と
ア
イ

デ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う
。

●
耶
馬
溪
校
と
地
域
住
民
に
よ
る
運
営
や

活
動
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
の
合
同
会
議

を
行
い
、名
称
が
「
ま
ー
ち
ゃ
ん
家
」「
だ

い
だ
い
ク
ラ
ブ
」
に
決
ま
る
。

●
準
備
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
開
所
に
向
け

屋
内
外
の
清
掃
活
動
を
行
う
。

●
準
備
会
メ
ン
バ
ー
が
「
ま
ー
ち
ゃ
ん
家

運
営
協
議
会
」
と
な
る
。

●
４
月
17
日
開
所
式
。

平成28年平成29年平成30年

開
所
ま
で
の
あ
ゆ
み



第71号〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜（5） 平成 30年 6月 15日

地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報

研修会

研修会

「
手
を
伸
ば
せ
ば
誰
か
と
つ
な
が
れ
る
」

  

誰
も
が
寄
り
合
え
る
、
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

避
難
者
同
士
が
協
力
し
て
運
営
す
る
避
難
所
を
考
え
る

　

～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座　

避
難
所
運
営
訓
練
～

　

３
月
１
日
、
中
津
市
教
育
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
居
場
所
づ
く
り
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ｍ
ｏ
ｏ
ｔ
ｏ
ひ
ょ
う
ご
の
栗
木
剛
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

『
そ
も
そ
も
居
場
所
っ
て
な
ん
や
ね
ん
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
中
津
市
内
で
い
き

い
き
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
様
々
な
交
流
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
を
活
用
し
た
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
居
場
所
づ
く
り
や
、
障
が
い
者

と
健
常
者
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
活
動
、
ま
た
特
別
な
活
動
と
し
て
で

は
な
く
、
日
常
生
活
の
つ
な
が
り
の
中
で
自
然
発
生
的
に
子
ど
も
の
居
場
所
と

な
っ
て
い
る
お
宅
な
ど
、
様
々
な
形
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
方
々
に
よ

る
発
表
を
行
い
、「
居
場
所
」
の
多
様
性
や
可
能
性
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
栗
木
氏
の
講
話
は
軽
快
な
関
西
弁
で
楽
し
く
分
か
り
や
す

い
内
容
で
、
簡
単
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
交
え
つ
つ
進
め
ら
れ
、
会
場

に
絶
え
ず
参
加
者
の
笑
い
声
が
溢
れ
る
中
で
、
排
除
せ
ず
誰
も
が
寄
れ
る
「
居

場
所
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
中
津
市
・
中
津
市
社
協
共
催
に
よ
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
災
害
時
に
お
け
る
住
民
同
士

の
助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
「
避
難
所
運
営
訓
練
」
と
い
う
形
で
実
施
さ
れ
、

当
日
は
参
加
者
が
約
１
０
０
名
を
超
え
る
中
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

別
府
市
の
防
災
危
機
管
理
課
の
村
野
淳
子
氏
よ
り
、
様
々
な
被
災
地
で
の
支

援
活
動
経
験
を
中
心
に
、
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
の
実
態
と
避
難
者
主
体
の

避
難
所
運
営
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
、
会
場
を
避
難
所
、

参
加
者
を
避
難
者
と
見
立
て
た
疑
似
体
験
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
で
は
一

人
ひ
と
り
に
人
物
設
定
が
設
け
ら
れ
、
高
齢
者
役
や
障
が
い
者
役
な
ど
の
方
が

い
る
中
で
、
実
際
の
避
難
所
で
起
こ
り
う
る
様
々
な
問
題
を
投
げ
か
け
、
避
難

者
同
士
で
相
談
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
避
難
所
の
混
乱
し
た
雰
囲
気
が
体
験
で
き
、
自
分
た
ち
で

共
同
生
活
の
た
め
の
決
ま
り
を
作
る
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
体
験
を
通
じ
て
避
難
所
で
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
配
慮
や
ル
ー
ル
作

り
の
重
要
性
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

取り組み事例の発表

避難者の状況を把握

終始笑いの絶えない講師の話

自然と広がる助け合いの輪
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平
成
30
年
度
事
業
計
画
【
主
な
内
容
】

【
事
業
方
針
】

【
基
本
目
標
】

　

中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
地
域
の
課
題
や
生
活
課
題
に
向
き
合
い
、
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
た
め
、
住
民
の
活
動
を
支
援
す
る
他
機
関
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
研
究
し
、
開
発
し
ま
す

Ｃ 

介
護
事
業
な
ど
を
活
か
し
た
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

	

（
１
）
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
た
な
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

	
	

①
職
員
（
理
学
療
法
士
等
）
に
よ
る
専
門
的
知
識
の
地
域
還
元

	

（
２
）
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
よ
る
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
推
進

	
	

①
在
宅
福
祉
課
と
豊
寿
園
と
の
連
携
に
よ
る
高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活

	
	

　

の
支
援　

	

（
３
）
ご
利
用
者
が
快
適
で
安
全
・
安
心
な
生
活
を
目
指
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

	
	

①
職
員
の
技
術
を
高
め
る
た
め
の
専
門
的
な
研
修
の
開
催

Ⅲ
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
福
祉
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　

支
援
し
ま
す

Ｄ 

地
域
の
社
会
資
源
を
活
用
し
た
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

	

（
１
）
高
齢
者
・
障
が
い
者
が
交
流
で
き
る
地
域
行
事
の
企
画
・
支
援

	
	

①
サ
ロ
ン
の
多
機
能
化
に
よ
る
地
域
の
拠
点
づ
く
り

	

（
２
）
特
技
や
能
力
を
地
域
活
動
で
発
揮
で
き
る
取
組
の
推
進

	
	

①
福
祉
施
設
入
所
者
参
加
の
多
様
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た
社
会
貢
献

	
	

　

活
動

	
	

②
福
祉
施
設
と
他
機
関
連
携
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

Ｅ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い
う
想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン

	

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化

	
（
１
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
に
つ
な
が
る
研
修
会
の
実
施

	
	

①
多
様
な
人
が
参
加
し
や
す
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

Ⅰ
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 

多
様
な
ケ
ー
ス
に
対
応
で
き
る
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
づ
く
り

	

（
１
）
相
談
関
係
事
業
所
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
連
携
強
化

	
	

①
多
機
関
協
働
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
連
携
強
化

	
	

②
地
域
住
民
と
の
連
携
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
構
築

	

（
２
）
気
軽
に
相
談
で
き
る
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

	
	

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実

	
	

②
福
祉
施
設
に
よ
る
相
談
支
援
拠
点
の
充
実

Ｂ 

ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
活
を
地
域
の
実
情
に
沿
っ
て

	

支
援
す
る

	

（
１
）
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
必
要
な
支
援
を
行
う
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
展
開

	
	

①
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
住
民
型
有
償
サ
ー
ビ
ス
の
立
上
げ

	
	

　

及
び
継
続
支
援

	
	

②
移
動
外
出
支
援
に
つ
い
て
の
検
討

	
	

③
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

	

（
２
）
住
民
の
権
利
を
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
権
利
擁
護
事
業
の
展
開

	
	

①
法
人
後
見
事
業
の
推
進

	

（
３
）
障
が
い
者
の
社
会
生
活
の
基
盤
づ
く
り
と
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

	
	

①
障
が
い
者
（
児
）
の
在
宅
に
お
け
る
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
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Ⅳ
地
域
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ま
す

Ｆ 

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
つ
な
げ
ら
れ
る
地
域
の
人
材
（
リ
ー
ダ
ー
）

	
づ
く
り

	

（
１
）
福
祉
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

	
	

る
講
座
の
開
催
・
支
援

	
	

①
住
民
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
研
修
の
開
催

	
	

②
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
運
営
の
人
財
育
成

	

（
２
）
地
域
の
課
題
に
気
が
付
き
、
そ
れ
を
解
決
で
き
る
所
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

	
	

き
る
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成

	
	

①
第
２
層
（
校
区
単
位
）
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

	

（
３
）
地
域
に
存
在
す
る
社
会
資
源
（
お
宝
）
の
発
掘
と
人
財
バ
ン
ク
の
構
築

	
	

①
お
宝
探
し
塾
の
開
催

Ｇ 

見
守
り
体
制
や
災
害
対
応
が
で
き
る
住
民
参
画
の
地
域
に
向
け
た
福
祉
ネ
ッ

	

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

	

（
１
）
地
域
住
民
が
集
ま
る
場
と
機
会
の
充
実

	
	

①
第
３
次
中
津
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
実
践
に
向
け
て
の

	
	

　

支
援

	
	

②
福
祉
施
設
に
よ
る
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
防
災
対
策
の
仕
組
み
づ
く
り
の

	
	

　

推
進

	
	

③
み
ん
な
の
ふ
く
し
ま
つ
り
の
充
実

	

（
２
）
広
域(

15
地
区)

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

	
	

①
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
立
ち
上
げ
支
援

	
	

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
見
守
り
活
動
の
推
進

	

（
３
）
地
域
の
活
動
や
資
源
に
関
す
る
情
報
収
集
・
発
信
・
共
有
の
充
実

	
	

①
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報
発
信
の
充
実

Ⅴ
効
果
的
・
効
率
的
な
経
営
基
盤
（
組
織
・
人
材
・
財
政
）
の

　

確
立

 

組
織
に
関
す
る
こ
と

Ｈ 

災
害
時
の
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
づ
く
り

	

（
１
）
地
域
社
会
に
対
応
し
た
組
織
体
制
の
確
立

	
	

①
被
災
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

Ⅰ 

住
民
の
代
表
で
あ
る
役
員
と
職
員
が
一
体
的
に
事
業
推
進
で
き
る
仕
組
み
づ

　

 

く
り

	

（
１
）
役
員
と
職
員
の
協
働
に
よ
る
事
業
の
推
進

	
	

①
第
３
次
発
展
強
化
計
画
の
策
定

人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

Ｊ 

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
す
職
場
環
境
の
改
善

	

（
１
）
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
充
実

	
	

①
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
活
か
す
取
り
組
み

Ｋ 

福
祉
の
専
門
職
集
団
と
し
て
の
意
識
醸
成
の
た
め
の
研
修
体
系
の
確
立

	

（
１
）
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
専
門
的
な
研
修
会
の
開
催

	
	

①
計
画
的
な
職
員
研
修
会
の
開
催

財
源
に
関
す
る
こ
と

Ｌ 

地
域
福
祉
事
業
に
有
効
活
用
で
き
る
自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
多
様
な

	

取
り
組
み
の
実
施

	

（
１
）
地
域
還
元
に
向
け
た
収
益
を
見
込
め
る
新
た
な
取
り
組
み
の
実
施

	
	

①
介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
と
財
政
収
支
バ
ラ
ン
ス
の

	
	

　

確
保
（
や
す
ら
ぎ
荘
）

	
	

②
効
果
的
な
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
導
入　

Ｍ 

地
域
に
密
着
し
た
地
域
福
祉
事
業
運
営
方
針
と
収
支
管
理
体
制
が
一
体
と

	

な
っ
た
経
営
体
制
の
確
立

	

（
１
）
迅
速
か
つ
的
確
な
判
断
が
で
き
る
「
収
支
管
理
体
制
」
の
確
立

	
	

①
経
営
に
必
要
な
知
識
を
取
得
す
る
た
め
の
研
修
会
の
実
施
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平成 30 年度　当初予算額：１，６０６，１３８千円

収入の部

支出の部

補助金
118,175 千円（7.0％）

受託金
374,768 千円（21.1％）

事業収入
21,672 千円（1.4%）

寄付金
9,605 千円（0.8％）

介護保険収入
708,405 千円（41.9％）

老人福祉事業収入
11,535 千円（0.5%）

障害福祉サービス等収入
4,325 千円（0.3％）

会費
4,916 千円（0.3％）

法人運営事業
214,464 千円（14.0％）

在宅福祉事業
613,316 千円（38.8％）養護老人ホーム豊寿園

146,141 千円（9.5％）

特別養護老人ホームやすらぎ荘
444,737 千円（26.8％）

施設管理運営事業
26,149 千円（1.2％）

要介護認定調査事業
39,081 千円（2.4％）

地域福祉推進事業
122,250 千円（7.3％）

その他の収入
352,737 千円（26.7％）

会 費 社協一般会費、特別会費 介 護 保 険 収 入 在宅介護や施設介護による収入

寄 付 金
香典返し、個人・団体からの一般寄付、
物品寄付

障 害 福 祉

サ ー ビ ス 収 入

障がい者の在宅福祉サービスにかかわる
事業収入及び利用料収入

補 助 金 市からの補助金収入 老人福祉事業収入 措置事業における事業収入

受 託 金 市や大分県社協からの受託事業の収入 そ の 他 の 収 入 預金利息、その他の活動収入

法 人 運 営 事 業 法人の管理運営費 や す ら ぎ 荘 特別養護老人ホームの運営

地域福祉推進事業
地域福祉ネットワーク支援、
各種相談援助事業、広報啓発

豊 寿 園 養護老人ホーム豊寿園の運営

施設管理運営事業
教育福祉センター、生活支援ハウス、
児童館、児童クラブ、その他施設管理

在 宅 福 祉 事 業
デイサービス、ホームヘルプ、
訪問入浴、居宅介護支援、障がい福祉
サービスなど 要介護認定調査事業 介護保険の認定調査業務
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様
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様
）
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様
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故	

様
）
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様
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故	

様
）
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様
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故	

様
）

◇	

様
（
故	
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）
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故	
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）
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故	
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）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇◇◇
　

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

■◇	

様
（
故	
様
）

◇	

様
（
故	
様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

	

上　

家　

明　

美	

弘　

久	

金
吉	

金
一
封

	

江　

渕　

耕　

助	

め
ぐ
み	

金
吉	

金
一
封

	
	

優

	
	

橋
本
ア
ヤ
子

■
山　

国

	

井　

上　

洋　

介	

恭　

子	

宇
曽	

金
一
封

	

井　

上　
　
　

集	

シ
ゲ
ノ	

平
小
野	

金
一
封

	

長　

畑　
　
　

悟	

レ
イ
コ	

槻
木	

金
一
封

	

井　

上　

秋　

美	

英　

彦	

平
小
野	

五
万
円

	

桒　

嶋　

角
次
郎	

續	

平
小
野	

金
一
封

	

河　

端　

正　

登	

千
代
子	

中
摩	

金
一
封

	

船　

方　

祐　

司	

美　

子	

平
小
野	

金
一
封

	

熊　

谷　

正　

孝	

ユ
リ
子	

草
本	

金
一
封

	

坂　

本　

ひ
と
み	

藤
原
幸
男	

中
摩	

金
一
封

■
中　

津

	

中
津
ア
イ
リ
ス　

様	
	

	

１
０
、０
０
０
円

	

東
九
州
短
期
大
学 

学
友
会　

様	
	

３
２
、９
５
０
円

	

大
分
県
立
中
津
東
高
等
学
校

	

ビ
ジ
ネ
ス
会
計
科
２
年
５
組　

様	
	

２
５
、２
２
４
円

	

中
津
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会　

様	
	

金
一
封

	

島　

田　

公　

博　

様	
	

	

１
０
０
、０
０
０
円

	

中
津
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

中
津
支
部　

様		

金
一
封

■
三　

光

	

弁
護
士
法
人 

清
源
法
律
事
務
所　

様	
	

金
一
封

	

片　

山　
　
　

愛　

様	
	

	

１
０
、０
０
０
円

■
本
耶
馬
渓

	

岩　

尾　

富　

子　

様	
	

	

金
一
封

	

下
曽
木
婦
人
会　

様	
	

	

金
一
封

	

社
協
本
耶
馬
渓
０
Ｇ　

様	
	

	

金
一
封

■
山　

国

	

矢　

幡　

了　

用　

様	
	

	

１
０
、０
０
０
円

	

裏
谷
地
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　

様	
	

金
一
封

■
中　

津

	

中
津
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校 

生
徒
会　

様	
	

電
動
ベ
ッ
ド
一
式

	

中
津
市
立
中
津
中
学
校 

生
徒
会　

様	
	

電
動
ベ
ッ
ド
一
式

■
三　

光

	

イ
オ
ン
九
州
株
式
会
社 

イ
オ
ン
三
光
店　

様	
	

ギ
フ
ト
カ
ー
ド

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

■
本
耶
馬
渓

	

高　

橋　

一　

臣　

様	
	

	

米
60
㎏

■
山　

国

	

藤　

原　

武　

夫　

様	
	

	

お
盆
５
枚

■
中　

津

	

松　

本　

加
代
子	

文　

博	

上
宮
永	

金
一
封

	

穴　

井　

和　

枝	

登　

美	

大
悟
法	

金
一
封

	

今　

　

八
重
子	

紘　

一	
中
殿
町	

十
万
円

	

及　

川　

花　

子	

敏　

雄	
万
田	

金
一
封

	

久　

保　

一　

幸	

河　

次	

野
依	

金
一
封

	

眞　

邊　
　
　

正	

照　

子	

伊
藤
田	

金
一
封

	

新　

谷　
　
　

源	

ユ
キ
子	

犬
丸	
金
一
封

	

前　

田　

孝　

文	

フ
サ
子	

北
浦
町	
金
一
封

	

四　

辻　

正　

信	

美
代
子	

是
則	
金
一
封

	

吉　

本　
　
　

学	

ミ
ヨ
シ	

上
如
水	

金
一
封

	

末　

　

健　

士	

健
司･

美
都
子	

上
池
永	

三
万
円

	

奥　

村　

哲　

也	

和　

紀	

牛
神	

金
一
封

	

永　

岡　

次　

男	

吉　

子	

犬
丸	

金
一
封

	

長　

岡　

由
美
子	

諄　

治	

犬
丸	

五
万
円

	

中　

村　

文　

恵	

黒
土
千
年	

伊
藤
田	

金
一
封

	

東　
　
　

恵　

美	

義　

徳	

下
池
永	

三
万
円

	

田　

村　

浩　

二	

マ　

キ	

大
新
田	

三
万
円

	

髙　

椋　

忠　

隆	

ミ
ド
リ	

一
ツ
松	

五
万
円

	

岩　

﨑　

寅　

夫	

和　

子	

宮
夫	

金
一
封

	

坂　

井　
　
　

久	

道　

子	

合
馬	

三
万
円

	

髙　

松　

喜　

一	

サ
ツ
キ	

上
如
水	

五
万
円

	

清　

水　

恵　

子	

野
畑
金
子	

是
則	

二
万
円

	

河　

野　

庄　

平	

典　

子	

金
谷
南
ノ
丁	

金
一
封

	

小　

倉　

正　

登	

正　

好	

金
手	

三
万
円

	

松　

　

修　

一	

コ
ズ
ヱ	

北
原	

金
一
封

	

木　

下　

了　

介	

福　

世	

京
町	

金
一
封

	

外　

園　

ヒ
デ
子	

道　

彦	

古
金
谷	

十
万
円

	

中　

山　
　
　

弘	

慶　

太	

北
原	

五
万
円

	

大　

土　

サ
ダ
子	

清
太
郎	

田
尻	

五
万
円

	

小　

川　

雅　

功	

信　

枝	

小
堀
町	

金
一
封

	

今　

吉　

次　

夫	

肇	

上
如
水	

金
一
封

	

大　

保　

く
る
み	

啓　

二	

万
田	

金
一
封

	

福　

田　

初　

子	

雅　

文	

北
新
地	

五
万
円

	

中　

尾　

紀　

子	

競	

犬
丸	

金
一
封

	

井　

上　

興　

一	

ユ
リ
子	

中
原	

金
一
封

	

吉　

武　

信　

子	

大　

八	

大
塚	

二
万
円

	

小　

倉　

三
喜
男	

公　

夫	

牛
神	

金
一
封

■
三　

光

	

原　

田　

和　

法	

耕　

作	

臼
木	

金
一
封
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（
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）
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（
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（
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（
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様
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様
（
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様
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様
（
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様
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様
（
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様
）
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様
（
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様
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（
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様
）

◇	

様
（
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（
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様
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様
（
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様
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（
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様
）
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様
（
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様
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（
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様
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様
（
故	
様
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様
（
故	
様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
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様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

◇	

様
（
故	

様
）

	

山　

本　

美
佐
子	

静　

雄	

小
袋	

金
一
封

	

濱　

田　

シ
ゲ
子	

東	

下
深
水	

三
万
円

	

出　

口　

和　

敏	

鶴
千
子	

上
秣	

金
一
封

	

金　

丸　

令　

靖	

窪
田
文
子	

森
山	

金
一
封

	

平　

野　

昌　

宏	

美
代
子	

下
深
水	

金
一
封

	

宇
都
宮　

秀　

忠	

喜　

昭	

上
深
水	

五
万
円

	

深　

水　

伸　

二	

益
田
静
一	

西
秣	

金
一
封

	

田　

島　
　
　

茂	

三　

治	

諌
山	

金
一
封

	

田　

中　

光　

國	

レ
イ
子	

諌
山	

金
一
封

	

林　
　
　

和　

子	

精　

一	

臼
木	

金
一
封

	

餘　

野　

照　

彦	

勤	

田
口	

金
一
封

	

松　

下　

美
奈
子	

茂　

生	

佐
知	

金
一
封

	

石　

川　

元　

彦	

昭　

二	

下
深
水	

五
万
円

■
本
耶
馬
渓

	

加　

来　

ミ
ヤ
子	

政　

徳	

樋
田	

金
一
封

	

岩　

尾　

富　

子	

繁	

西
谷	

金
一
封

	

堀　

田　

政　

邦	

貢	

跡
田	

金
一
封

	

平　

原　

京　

子	

末
田
マ
サ
ヱ	

樋
田	

金
一
封

	

筧　
　
　

富
士
子	

ツ
ル
ヱ	

跡
田	

一
万
円

	

竹　

尾　

美
千
男	

一　

美	

豊
前
市	

金
一
封

	

枌　
　
　

第
五
郎	

ツ
ユ
子	

今
行	

金
一
封

	

平　

野　

和　

徳	

セ
ツ
ヱ	

東
谷	

金
一
封

	

森　

田　

良　

子	

英　

信	

跡
田	

金
一
封

	

墨　

谷　
　
　

昇	

艶　

香	

西
谷	

金
一
封

	

小　

川　

隆
一
郎	

蓮　

子	

樋
田	

金
一
封

	

平　

原　

三　

生	

利　

人	

西
谷	

金
一
封

	

藤　

原　

八
千
代	

克　

己	

東
谷	

金
一
封

	

久　

米　

修　

司	

博　

美	

跡
田	

金
一
封

■
耶
馬
溪

	

藤　

本　

健　

一	

ミ
ヤ
子	

山
移	

金
一
封

	
園　

田　

松　

子	

嘉　

彦	

大
島	

三
万
円

	
辻　

田　

マ
ス
ミ	

治　

司	

宮
園	

十
万
円

	

中　

井　

宏　

明	

敏　

彦	

戸
原	

金
一
封

	

中　

島　

順　

一	

一　

男	

山
移	

金
一
封

	

松　

崎　

宏　

厚	

茂　

子	

川
原
口	

三
万
円

	

津　

留　

美　

邦	

國　

人	

川
原
口	

一
万
円

	

江　

口　

徹　

昭	

千　

里	

三
尾
母	

五
万
円

	

幸　

野　

弘　

美	

梅　

子	

深
耶
馬	

五
万
円

	

中　

島　

喬　

生	

久　

男	

小
友
田	

五
万
円

	

中　

野　

ヱ
ミ
子	
次　

男	

宮
園	

十
万
円

	

鬼　

田　

保　

幸	
由　

子	

小
友
田	

金
一
封

	

古　

岡　

和　

博	
ミ
ツ
子	

金
吉	

金
一
封

	

矢　

野　

幸　

徳	

一　

生	

金
吉	

金
一
封

	

岩　

下　
　
　

孝	

一　

美	

金
吉	

五
万
円

	

宮　

下　

喜
久
生	

米　

夫	

山
移	

金
一
封

	

板　

迫　

高　

徳	

ミ
ツ
ヱ	
川
原
口	

金
一
封

	

麻　

野　

修　

一	

達　

美	
柿
坂	

金
一
封

	

武　

吉　

孝　

子	

キ
ク
エ	

柿
坂	

三
万
円

	

神　

後　

吉　

幸	

ミ
サ
コ	

平
田	

金
一
封

	

藤　

本　

義　

和	

ハ　

ナ	

深
耶
馬	

金
一
封

	

岩　

下　
　
　

孝	

愛　

子	

金
吉	
五
万
円

	

岩　

下　
　
　

孝	

義　

則	

金
吉	
五
万
円

	

富　

谷　
　
　

勲	

キ
ミ
子	

中
畑	

金
一
封

	

黒　

岩　

恵
美
子	

甚
太
郎	

柿
坂	

金
一
封

	

金　

丸　

隆　

昌	

時　

松	

大
島	

三
万
円

一
般
寄
付

一
般
寄
付
品

※
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
寄
付
者
ご
本
人
の
意
思
確
認
に
よ
り
掲
載

さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
。

寄
付
金
品
に
つ
い
て

香
典
返
し

市
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い

　
ご
芳
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

※
平
成
三
十
年
一
月
四
日
か
ら

　
　
　
　
五
月
十
五
日
ま
で
の
受
付
分
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



（10）平成 30 年 6 月 15 日〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜第71号

福祉教育推進「わいわい福祉ひろば」福祉教育推進「わいわい福祉ひろば」

聴覚コース聴覚コース聴覚コース聴覚コース 肢体コース肢体コース肢体コース肢体コース

視覚コース視覚コース視覚コース視覚コース エルダーコースエルダーコースエルダーコースエルダーコース

○ 障がいのある方のお話
○ 接し方（コミュニケーション）
○ 手話体験
○ 質問・意見交換

　わいわい福祉ひろばは、中津市内近郊にお住まいの障がいのある方や高齢の方、

ボランティアの皆さん等にタレント（講師）としてご協力いただき、「人づくり・

コミュニケーション力の向上」の視点で、「福祉教育」として平成６年度より実

施している事業です。主に小学校の児童や保護者の方々を対象に、

　　　　　「わいわい」「楽しく」
　　　　　　　　見て・聞いて・体験して
福祉について考えるひろばとして、小学校からの希望に応じて「聴覚しょうがい」

「肢体しょうがい」「視覚しょうがい」「エルダー（高齢者）」の４コースで実施し

ています。

○ 障がいのある方のお話

○ 車いす体験

○ 質問･意見交換

○ ＤＶＤ視聴（市内に住んでいる
　 障がい者の様子について）
○ 障がいのある方のお話
○ 接し方（コミュニケーション）
○ 点字体験または盲導犬とのふれあい
○ 質問･意見交換

○ 高齢者の方のお話

○ 高齢者疑似体験

○ グループで話し合う

○ 質問･意見交換

　 ※クラス単位で開催　（40 名以内）

★ 平成29年度は、22校の小学校で計53回実施しました。

　『養護老人ホーム』とは常時介護を必要とせず身の回りのことはご自分でできる原則、65 歳

以上の高齢者で身体・精神的理由や経済的理由、環境上の理由により居宅での生活が困難な高

齢者を市町村の審査（措置）により入所させて養護するとともに生活の中で困っていることに

対し、必要な指導・助言、訓練を受けながら、地域や在宅での自立生活を目指す老人福祉法の

社会福祉施設です。

　介護サービスを提供する『特別養護老人ホーム』等の介護保険施設とは異なり、目標は社会

復帰であることから入所後は自立した生活が送れるように専門職間での連携を図りながら自立

へのサポートを行っていきます。

地域住民や福祉関係者の
ご協力を頂きながら

様々な活動や訓練を通して
入所時の生活困難を
支援（克服）

食事

食事

食事食事

健康

健康

健康健康相談支援

相談支援

相談支援相談支援

生きがい活動

生きがい活動

生きがい活動生きがい活動

機能訓練「リハビリ教室」

機能訓練「リハビリ教室」

機能訓練「リハビリ教室」機能訓練「リハビリ教室」
社会貢献活動

社会貢献活動

社会貢献活動社会貢献活動

～中津市豊寿園での支援内容～

～中津市豊寿園での支援内容～

～中津市豊寿園での支援内容～～中津市豊寿園での支援内容～

《養護老人ホームが目指す自立支援》《養護老人ホームが目指す自立支援》《養護老人ホームが目指す自立支援》《養護老人ホームが目指す自立支援》

養護老人ホーム養護老人ホーム

在宅生活へ
ご自身が住み慣れたお宅での生活の実現

地域社会へ
住み慣れた地域での社会参加の実現

身寄りの元へ
肉親との生活の実現

バランスのとれた
食事提供・栄養指導

日常生活の指導・ 助言
生活相談・退所支援

健康管理・健康相談

養護老人ホームの基礎知識養護老人ホームの基礎知識養護老人ホームの基礎知識養護老人ホームの基礎知識ご存知ですか？ご存知ですか？



第71号〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜（11） 平成 30年 6月 15日

福祉教育推進「わいわい福祉ひろば」福祉教育推進「わいわい福祉ひろば」

聴覚コース聴覚コース聴覚コース聴覚コース 肢体コース肢体コース肢体コース肢体コース

視覚コース視覚コース視覚コース視覚コース エルダーコースエルダーコースエルダーコースエルダーコース

○ 障がいのある方のお話
○ 接し方（コミュニケーション）
○ 手話体験
○ 質問・意見交換

　わいわい福祉ひろばは、中津市内近郊にお住まいの障がいのある方や高齢の方、

ボランティアの皆さん等にタレント（講師）としてご協力いただき、「人づくり・

コミュニケーション力の向上」の視点で、「福祉教育」として平成６年度より実

施している事業です。主に小学校の児童や保護者の方々を対象に、

　　　　　「わいわい」「楽しく」
　　　　　　　　見て・聞いて・体験して
福祉について考えるひろばとして、小学校からの希望に応じて「聴覚しょうがい」

「肢体しょうがい」「視覚しょうがい」「エルダー（高齢者）」の４コースで実施し

ています。

○ 障がいのある方のお話

○ 車いす体験

○ 質問･意見交換

○ ＤＶＤ視聴（市内に住んでいる
　 障がい者の様子について）
○ 障がいのある方のお話
○ 接し方（コミュニケーション）
○ 点字体験または盲導犬とのふれあい
○ 質問･意見交換

○ 高齢者の方のお話

○ 高齢者疑似体験

○ グループで話し合う

○ 質問･意見交換

　 ※クラス単位で開催　（40 名以内）

★ 平成29年度は、22校の小学校で計53回実施しました。

　『養護老人ホーム』とは常時介護を必要とせず身の回りのことはご自分でできる原則、65 歳

以上の高齢者で身体・精神的理由や経済的理由、環境上の理由により居宅での生活が困難な高

齢者を市町村の審査（措置）により入所させて養護するとともに生活の中で困っていることに

対し、必要な指導・助言、訓練を受けながら、地域や在宅での自立生活を目指す老人福祉法の

社会福祉施設です。

　介護サービスを提供する『特別養護老人ホーム』等の介護保険施設とは異なり、目標は社会

復帰であることから入所後は自立した生活が送れるように専門職間での連携を図りながら自立

へのサポートを行っていきます。

地域住民や福祉関係者の
ご協力を頂きながら

様々な活動や訓練を通して
入所時の生活困難を
支援（克服）

食事

食事

食事食事

健康健康健康健康相談支援相談支援相談支援相談支援

生きがい活動生きがい活動生きがい活動生きがい活動

機能訓練「リハビリ教室」機能訓練「リハビリ教室」機能訓練「リハビリ教室」機能訓練「リハビリ教室」
社会貢献活動社会貢献活動社会貢献活動社会貢献活動

～中津市豊寿園での支援内容～～中津市豊寿園での支援内容～～中津市豊寿園での支援内容～～中津市豊寿園での支援内容～

《養護老人ホームが目指す自立支援》《養護老人ホームが目指す自立支援》《養護老人ホームが目指す自立支援》《養護老人ホームが目指す自立支援》

養護老人ホーム養護老人ホーム

在宅生活へ
ご自身が住み慣れたお宅での生活の実現

地域社会へ
住み慣れた地域での社会参加の実現

身寄りの元へ
肉親との生活の実現

バランスのとれた
食事提供・栄養指導

日常生活の指導・ 助言
生活相談・退所支援

健康管理・健康相談

養護老人ホームの基礎知識養護老人ホームの基礎知識養護老人ホームの基礎知識養護老人ホームの基礎知識ご存知ですか？ご存知ですか？




